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紙パックおよびダストバッグ（別販売品）について

警告
紙パックやダストバッグの取りはずし・取り付けの際には必ずスイッチを
切り、本製品からバッテリを抜いてください。
•	 本製品にバッテリを差したまま行うと、事故の原因になります。
破損した紙パックやダストバッグは使用しないでください。
紙パックは使い捨てです。ゴミがたまりましたら紙パックごと捨ててくだ
さい。
•	 再使用はしないでください。目詰まりを起こして吸引力を落とします。
ダストバッグは洗浄して繰り返し使用できます。
本製品は、紙パックまたは別販売品のダストバッグを必ず取り付けて使用
してください。
•	 取りはずした状態ではカバーを閉じることができません。
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注意
水などの液体、湿ったゴミを吸わせないでください。
•	 モータの故障の原因になります。
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紙パックおよびダストバッグ（別販売品）について

紙パックの交換方法
1.	 	カバーの開き方は、35 ページを参
照してください。

2.	 紙パックの厚紙部分を矢印方向に引
き、抜け止めリングからはずして図
のように取りはずします。

3.	 シャッターを引いてゴミがこぼれな
いようにして、紙パックごとゴミを
捨てます。

4.	 紙パックを広げて、厚紙部分をスリットに差し込み、吸入用の穴を本製
品の吸入口に合わせます。

5.	 紙パックの厚紙部分を吸入口の抜け止めリングより上側に奥まで、しっ
かり押し込みます。

厚紙部分

厚紙部分

紙パック

スリット

吸入用の穴

吸入口 抜け止めリング

6.	 交換が完了したらカバーを確実に閉じます。

注
･• 紙パックやカバーが確実に固定されていることを確認してください。

シャッター

紙パックまた
はダストバッグ 厚紙部分
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紙パックおよびダストバッグ（別販売品）について

ダストバッグの取り付け・取りはずし方
•	 取り付け、取りはずし方は紙パックと同様です。38ページを参照して
ください。

注
･• 取り付ける際は、ボタンが手前にな
るようにしてください。

ダストバッグのゴミの捨て方
1.	 ボタンを押して、ダストバッグの口を開きます。
2.	 内側にたまったゴミを捨て、軽くたたくようにしてダストバッグに付着
したゴミを落とします。

ボタン

注
･• ゴミをためすぎると重くなり、袋が
破れる恐れがありますので、ゴミは
こまめに処分してください。
･• ダストバッグは、ときどき薄めた中
性洗剤でもみ洗いをし、よく乾燥さ
せてからご使用ください。
•	 乾燥が不十分のままご使用になりま
すと、吸じん力を低下させるばかり
でなく、モータの寿命が低下する原
因となります。

リブ

ボタン

スリット
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警告
お手入れの際には必ずスイッチを切り、本製品からバッテリを抜いてくだ
さい。
•	 本製品にバッテリを差したまま行うと、事故の原因になります。
フィルタ類を取りはずしたまま本製品を使用しないでください。またフィル
タ類が破損していたり、汚れたまま使用しないでください。

注
･• 水洗いは絶対にしないでください。
•	 本製品内部に水が入り、故障の原因になります。

･• ガソリン、ベンジン、シンナー、アルコールなどは変色、変形、ひび割
れの原因となりますので使用しないでください。

本製品のお手入れ
•	 乾いた布か薄めた中性洗剤を付けた布できれいに拭いてください。

お手入れ
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ダストボックス内のお手入れ
1.	 カバーを開け、フィルタ類をすべて
取りはずします。

2.	 プレートをきれいに拭きとります。

プレートの取りはずし方、取り付け方
1.	 プレートを図のように左側面に押し
当てます。

2.	 プレートの右側をマイナスドライバ
などで持ち上げ、抜き取ってくださ
い。

3.	 プレートがあった箇所をきれい拭き
とります。

4.	 プレートに 2箇所、ちり落とし用の
レバーに 1箇所、バネが取り付けて
あります。
バネに付着した汚れを拭き取った
ら、図のようにそれぞれの突起に取
り付けます。

注
･• バネは突起の底にあたるまで確実に
取り付けてください。

プレート

プレート

突起

バネ

バネ

突起

お手入れ
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5.	 プレートの側面がまっすぐの方を、
図のように本製品左側面のキャッチ
部にはめ込み、取り付けます。

6.	 矢印方向にスライドしてください。

7.	 カバーを確実に閉じます。

注
･• ダストボックス内のお手入れ後は、ちり落とし機能が動作するか確認し
てください。

キャッチ部

お手入れ
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•	 運搬・移動する場合は、取っ手を持っ
てください。 取っ手

運搬・移動
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保護機能

本製品およびバッテリの保護機能
本製品を使用中、下記状態になりますとモータが自動停止しますが、これは
保護機能によるものであり故障ではありません。

保護機能
･• バッテリの温度が高温になるとモータが自動停止します。
•	 使用を中断して本製品よりバッテリを取りはずし、冷却ファン付き
の充電器で充電および冷却をしてください。

•	 バッテリを冷ましても本製品が動作しない場合は、本製品を冷まし
てください。

･• 本製品の温度が高温になるとモータが自動停止します。
•	 ホースにゴミが詰まったり、フィルタが目詰まりしたりするなど本
製品に空気が流れない状態で使い続けると本製品が熱くなります。
詰まったゴミを取り除き、本製品を冷ましてください。

･• バッテリの容量が少なくなるとモータが自動停止します。
•	 本製品よりバッテリを取りはずし、バッテリを充電してください。

･• 本製品が過負荷状態になるとモータが自動停止します。
•	 いったんスイッチを放し、本製品よりバッテリを取りはずした後、
過負荷の原因を取り除いてください。原因を取り除けば再びご使用
になれます。

★マークについて
図のようにバッテリに★マークがある
バッテリは保護機能を搭載しています。

★マーク
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故障かな？と思ったら
修理を依頼される前に、下記項目を点検してください。

●  本製品が停止する

●  始動しない

保護機能※が働き、本製品
またはバッテリが機能停止
している可能性があります。

スイッチを切って、再度入れてください。

バッテリを充電するか、充電済みのバッテ
リと交換してください。

本製品を十分に冷ましてください。

お買い上げの販売店、または当社営業所まで修理をお申し付けください。

解消しない

解消しない

解消しない

症状

原因

解消方法

※保護機能については44	ページ参照。

•	 修理をお申し付けの際は、製品、バッテリ、充電器を一緒にお持ちくだ
さい。

•	 修理はご自分でなさらないで、必ずお買い上げの販売店、または当社営
業所にお申し付けください。
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メモ
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メモ



881E35A8 愛知県安城市住吉町3-11-8･〒 446-8502
IWT TEL.0566-98-1711･（代表）


